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イ
マ
カ
ン
の
変
遷
に
つ
い
て

于
　
　
暁
　
飛

は
じ
め
に

　

イ
マ
カ
ン
は
、
中
国
少
数
民
族
の
中
で
人
口
が
最
も
少
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
口
承
で
伝
わ
る
叙
事
詩
で
、
語
り
の
部
分
と
謡

の
部
分
が
あ
る
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
は
、
か
つ
て
は
中
国
黒
竜
江
（
ア
ム
ー
ル

河
）・
松
花
江
・
烏
蘇
里
江
流
域
に
住
み
、
狩
猟
・
漁
業
・
採
集
な
ど
を
主

な
手
段
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
、
凌
純
声
は
、
ホ

ジ
ェ
ン
族
の
風
俗
習
慣
・
宗
教
・
言
語
・
物
語
・
民
謡
な
ど
広
い
分
野
の

文
化
調
査
を
実
施
し
、「
松
花
江
下
游
的
赫
哲
族
」
を
著
し
た
。
こ
れ
は
、

一
九
五
〇
年
ま
で
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
文
化
を
著
し
た
唯
一
の
詳
細
な
文
献
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
彼
が
採
取
し
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
伝
承
物
語
は
十
九
編

あ
る
。「
物
語
に
は
、
語
り
の
中
に
謡
が
あ
る
が
粗
筋
だ
け
を
記
録
し
た
」

と
述
べ
て
お
り
、
近
年
イ
マ
カ
ン
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

彼
の
著
書
に
は
、
物
語
の
粗
筋
の
漢
語
訳
し
か
な
く
、
イ
マ
カ
ン
の
本
来

の
姿
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

凌
は
、
こ
の
研
究
の
中
で
、
同
時
に
民
謡
も
二
十
七
曲
採
取
し
た
。
そ

の
中
に
物
語
に
関
連
し
た
民
謡
四
曲
が
あ
る
。
彼
は
、
四
曲
が
ど
の
物
語

の
ど
の
部
分
に
関
連
し
て
い
る
か
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
民
謡
は
物
語

の
中
で
実
際
に
歌
わ
れ
た
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。
そ
の
謡
の
形
式
は
、

シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
の
形
式
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代

に
な
る
と
イ
マ
カ
ン
の
謡
に
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
に
似
た
形
式
が
、
一

曲
の
シ
ャ
ー
マ
ン
儀
式
の
歌
を
除
い
て
、
全
く
見
つ
か
ら
な
い
。

　

イ
マ
カ
ン
の
謡
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
の
形
式
か
ら
、
次
第
に
民
謡
の

形
式
に
変
遷
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
小
稿
は
い
く
つ
か
の
資
料
を
参

考
に
し
て
、
こ
の
動
向
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一　

一
九
三
〇
年
代
の
民
謡

（
１
）
凌
純
声
採
録
の
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
民
謡

　

凌
は
民
謡
の
採
取
方
法
に
つ
い
て
「
録
音
機
が
な
い
の
で
、
一
曲
ず
つ

習
い
覚
え
た
。
五
夜
費
や
し
た
歌
も
あ
っ
た
。
覚
え
て
か
ら
帰
る
ま
で
、
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忘
れ
な
い
た
め
、
毎
日
二
十
七
曲
を
一
度
は
歌
っ
た
。
調
査
か
ら
帰
り
、

上
海
で
友
人
の
手
を
借
り
、
整
理
し
た
。
楽
譜
を
見
て
演
奏
で
き
る
が
、

音
が
わ
か
る
ホ
ジ
ェ
ン
の
人
が
い
な
い
の
で
、
こ
の
方
法
に
対
す
る
批
評

は
聞
け
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。［
凌
純
声　

一
四
七
頁
］

　

凌
が
採
取
し
た
二
十
七
曲
［
凌
純
声　

一
四
八
―
一
九
三
頁
］
の
う
ち

八
曲
が
男
歌
で
、
十
九
曲
が
女
歌
で
あ
る
。
男
歌
の
四
曲
が
物
語
「
ム
ト
・

ガ
ガ
」「
シ
ル
ダ
ル
」
に
関
係
し
た
歌
で
あ
る
。
そ
の
形
式
は
、
次
に
紹
介

す
る
歌
の
中
の
「ejexen eigeng

（
夫
よ
）、enani

（
リ
フ
レ
イ
ン
）」
の

歌
詞
の
よ
う
に
「
短
い
文
＋
リ
フ
レ
イ
ン
」
の
一
定
の
規
則
を
有
す
る
も

の
で
、
こ
こ
で
は
定
型
リ
フ
レ
イ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
他
の
曲
は
、

始
め
と
終
わ
り
に
リ
フ
レ
イ
ン
の
句
が
あ
り
、
歌
詞
は
散
文
で
、
所
々
に

リ
フ
レ
イ
ン
の
句
が
挿
入
さ
れ
た
形
で
、
こ
れ
を
不
定
形
リ
フ
レ
イ
ン
と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

凌
純
声
は
国
際
音
標
文
字
を
使
用
し
て
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
を
表
記
し
て
い

る
。
以
下
に
出
て
く
る
各
民
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
の
表
記
も
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
て
い
る
。
比
較
し
や
す
く
す
る
た
め
、
本
稿
は
筆
者
が
提
案
し
た

表
記
法
を
使
い
、
話
を
進
め
る
。

（
２
）　

物
語
に
関
連
し
た
民
謡

　

物
語
に
関
連
し
た
凌
純
声
採
取
の
民
謡
三
曲
を
紹
介
す
る
。

①
凌
純
声
採
録
歌
一
番
の
「
ス
ワ
ニ
が
夫
王
に
別
れ
を
歌
う
」

　

こ
の
歌
は
、「
シ
ル
ダ
ル
」
の
内
容
に
沿
っ
た
歌
で
あ
る
。
シ
ル
ダ
ル
の

妻
ス
ワ
ニ
は
、
賢
く
淑
や
か
で
、
武
芸
に
長
け
て
お
り
、
夫
と
共
に
長
年

遠
征
に
出
て
い
た
。
し
か
し
身
ご
も
り
、
子
を
産
む
た
め
故
郷
に
帰
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
と
き
夫
に
別
れ
を
つ
げ
、
夫
の
遠
征
を
励
ま
し
て
歌
う
。

「enani

」
は
リ
フ
レ
イ
ン
で
あ
り
、
短
い
文
や
句
の
後
に
必
ず
付
い
て
い
る
。

　 xerire xerire	
enani xere xere	

enani xeri xeri	
enani

ejexen eigeng	
enani xariuxeng xaxa	

enani doridiru	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
よ
、
夫
よ
、
聴
き
な
さ
い

bueren barkon	
enani nani goruko	

enani geereye	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敵
地
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
。

eji-xai	
enani dedu-w

odu	
enani durune-re	

enani
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
を
奪
う
な

ejixai	
enani fujinendu	

enani furiu dere	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

姫
を
奪
う
な

ejenxenne	
enani banaani	

enani gorukore	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ジ
ェ
ン
よ
、
敵
地
は
ま
だ
遠
い
。

gurugoa	
enani goton gire	

enani geereye	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敵
国
を
討
ち
、
異
国
を
討
ち

yala-w
oa	

enani yaneurire	
enani geereya ejen-m

o
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
ら
を
負
か
し
、
捕
ら
え
れ
ば

etere	
enani xam

o nam
ire	

enani xeri xeri	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ジ
ェ
ン
が
彼
ら
を
捕
え
れ
ば
、

guru gulu-ni	
enani fureguini	

enani geereye	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
ら
は
貴
方
を
偉
大
と
敬
う
。

yoxon am
e	

enani iba kam
i	

enani geereye	
 enani
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村
全
部
を
持
ち
帰
り
、捕
虜
に
せ
よ
。

gasyen am
e	

enani kaajim
i	

enani ejenm
o etem

i	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ジ
ェ
ン
は
勝
っ
た
後
に

tari erindu	
enani dedu derefum

i	 enani geereye	
enani

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
を
娶
り

deduw
oa	

enani guriuam
i	

enani geereye sagedire	
enani

	
　
　
　
　
　
　
　
　
　

娘
を
奪
い
、

m
afa are	

enani susu suixade	
enani geereye	

enani
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
祖
が
住
む
ス
ス
ス
イ
ハ
ド
に

em
e badu	

enani em
e xotonde	

enani
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
を
築
き
エ
ジ
ェ
ン
と
な
り
住
み
、

ejenxen	
enani tem

i bardiuri	
enani geereye	

enani
	

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
こ
を
治
め
な
さ
い
。

　 xeri xeri	
enani geigen geige	

enani geereya

②
凌
純
声
採
録
歌
三
番
の
「
ム
ト
・
ガ
ガ
月
へ
奔
る
」 （
ム
ト
・
ガ
ガ
の
歌
） 

　

こ
れ
は
、
物
語
「
ム
ト
・
ガ
ガ
（
ム
ト
娘
）」
の
歌
で
あ
る
。
英
雄
ト
ル

ガ
オ
が
狩
り
に
ゆ
き
山
野
の
中
で
宿
を
か
り
る
。
そ
の
宿
の
老
婦
の
次
女
ム

ト
を
妻
と
す
る
が
、
彼
女
が
醜
い
の
で
ト
ル
ガ
オ
が
嫌
う
。
元
仙
女
の
ム
ト

は
、
ト
ル
ガ
オ
が
冷
淡
な
の
で
、
元
の
美
し
い
姿
に
戻
り
、
雲
に
乗
り
月
へ

行
こ
う
と
し
て
い
る
。
彼
女
は
雲
の
端
に
立
ち
、
ト
ル
ガ
オ
に
歌
う
。

　

xeri xeri enani

　

xeri xeri enani ge-i-geni ge-i-ge enani gereye enani

　

xeri xeri enani eri eri enani gereye enani

gaki keci enani garu e-i-si  enani	�


私
が
烏
の
様
に
み
に
く
い
か

ら
嫌
う

sa-k-sa-ki keci enani	

カ
サ
サ
ギ
の
様
に

sari e-i-si esi xono enani	

礼
儀
を
し
ら
な
い
か
ら
嫌
う

biteya enani bana xorendu enani	

私
は
天
上
に
戻
る
。

bisidire enani tarigim
e takatu  enani	

美
し
い
倉
に
は

lerigim
e li-e-ji enani xoren-dulani  enani	

稲
穂
が
あ
る
。
納
屋 

の
中
に

enem
iko  enani	

入
ろ
う
。

　xeri xeri enani eri eri enani gereye

③
凌
純
声
採
録
歌
四
番
の 「
モ
ト
ウ
・
ガ
ガ
月
へ
奔
る
」（
ト
ル
ガ
オ
の
歌
） 

　

こ
れ
は
、
ト
ル
ガ
オ
が
雲
の
端
に
立
つ
美
し
い
天
女
の
ム
ト
を
見
て
、

戻
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
う
歌
で
あ
る
。

M
utu gere  enani dedu gege enani	

ム
ト　

ガ
ガ
よ 

娘　

ガ
ガ
よ

fujin gege enani ge-e-re-ye	

姫   

ガ
ガ
よ

M
utu gege enani ausiki enesi enani	

ム
ト　

ガ
ガ
よ 

何
処
へ　

行
く

ileto kuisi enani geereje	

何
処
へ　

    

奔
る

　ge-i-geni ge-ige enani geigeni geige enani 
　xeri xeri enani geereye

M
utu gege enani doridiru enani	

ム
ト　

ガ
ガ
よ 

聴
き
な
さ
い

gege m
i-au-ni enani geereje	

ガ
ガ
の
心
の
中
を
聴
け

　xeri xeri enani xeri xeri enani
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　ge ge-i-ge  enani geereye

D
edu gege enani m

i-au-duru  enani	

娘　

ガ
ガ
よ 

私
は
貴
女
の
心
の
上
に 

m
i-au koro  enani  geereye	

私
は
貴
女
の
心
の
中
に

Tukusu teki enani e-u-ri-gi  enani	

雲
の
端
か
ら
降
り
て
き
な
さ
い

m
oda e-ri-gi-ru enani geereye	

木
の
上
に　

降
り
て

（
３
）
一
九
三
〇
年
代
の
イ
マ
カ
ン

　
「
シ
ル
ダ
ル
」、「
ム
ト・ガ
ガ
」
の
歌
は
、定
型
リ
フ
レ
イ
ン
の
形
式
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
形
式
に
固
定
さ
れ
て
い
た
理
由
は
、
長
い
間
口
承
さ
れ
た
物
語

で
あ
る
こ
と
、
人
々
に
共
感
を
与
え
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

凌
は
、
な
ぜ
他
の
物
語
の
歌
を
採
取
し
な
か
っ
た
の
か
。
彼
は
、
物
語

に
歌
が
あ
っ
た
が
あ
ら
す
じ
の
み
を
採
取
し
た
と
記
し
て
い
る
の
で
、
大

方
の
物
語
に
は
歌
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
民
謡
と
し
て
採
取

し
な
か
っ
た
の
は
、
即
興
的
で
、
歌
う
た
び
に
異
な
り
、
再
現
困
難
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
当
時
の
イ
マ
カ
ン
は
、「
シ
ル
ダ
ル
」、「
ム
ト
・
ガ
ガ
」

以
外
は
、
変
化
し
続
け
る
イ
マ
カ
ン
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
一

新
薩
満
」
は
、
満
州
語
の
テ
キ
ス
ト
「
尼
山
薩
満
」
が
あ
り
、
歌
の
再
現

性
が
良
く
、
歌
も
残
っ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
、
凌
は

物
語
の
語
り
手
の
性
別
、
年
齢
、
姓
名
、
あ
る
い
は
地
方
な
ど
一
切
を
語
っ

て
い
な
い
。
使
用
し
た
言
語
が
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
あ
る
と
は
、
明
言
し
て
い

な
い
が
、「
口
訳
筆
録
」（
通
訳
し
て
も
ら
っ
た
も
の
を
筆
録
）
と
記
し
て

い
る
の
で
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
凌
純
声
が
採
録
し
た
女
子
の
歌

　

凌
が
採
取
し
た
女
子
の
歌
は
十
九
曲
あ
り
、
大
多
数
は
不
定
形
の
リ
フ

レ
イ
ン
で
あ
る
。
次
の
歌
は
凌
純
声
採
録
歌
十
五
番
の
「
狩
に
行
く
夫
を

お
く
る
」
女
子
の
歌
で
あ
る
。

　xenenene xenene xenenene xenene

age-tile m
iauni gege-tile tonggengni	�



貴
方
は
私
の
心
に 

貴
方
は

私
の
胸
に

bem
a-dule ci-le-xeni besejin-ji w

ei-le-xeni	�


白
馬
に
乗
り 

白
い
布
を
首

に
巻
き

lienjucian-na be-le-xeni sisi jim
e de-laxani	�



連
発
銃
を
背
に
四
十
発
の
弾

を
持
ち

　xenenene xenene xenenene xenene

xegeu-tine de
-la-xani sensinjie-la ene-ni	

黒
犬
を
連
れ
て
三
姓
街
へ
行
き

sebu-w
oni jafa-deni	

狩
っ
た
テ
ン
の
皮
を
も
っ
て

age-tile m
i-auni gege-tile ton-geng-ni	�



あ
な
た
は
私
の
心
に 

貴
方

は
私
の
胸
に

　xenenene xenene xenenene xenene

ulidi-na son-leki w
ei-cun de-ji sau-lekuren	�



五
里
送
っ
た
ら
ス
カ
ー
ト
と

帯
を
買
っ
て 

silidi-na son-leki seure fonku gaji-kuren	�


十
里
送
っ
た
ら
絹
の
ハ
ン
カ

チ
を
買
っ
て

　xenenene xenene xenenene xenene
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歌
の
中
に
漢
語
の
単
語
（bem

a

白
馬
、ci

騎
、besejin

白
色
巾
、wei

囲
、

linjucian

連
珠
鎗
、be

背
、sisi

四
十
、de

帯
、xegu

黒
狗
、ulidi

五
里
地
、

son
送
、weicun

囲
裙
、silidi

十
里
地
、seure

綢
緞
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

漢
語
は
そ
の
ま
ま
で
な
く
、
語
尾
に
ホ
ジ
ェ
ン
語
の
活
用
語
尾
が
付
き
、
語

順
は
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
あ
る
。
当
時
既
に
漢
文
化
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
人
口
約
一
二
〇
〇
人
の
ホ
ジ
ェ
ン
族
が
住
む
東
北
地
方
に

は
一
五
〇
〇
万
人
以
上
の
漢
族
が
流
入
し
て
お
り
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
文
化
は
漢

族
の
文
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
［
李
治
亭　

二
〇
〇
三

年　

五
九
一
―
五
九
五
頁
］。
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
採
録
さ
れ
た
イ
マ
カ

ン
の
歌
の
リ
フ
レ
イ
ン
も
こ
の
歌
と
同
じ
形
式
の
リ
フ
レ
イ
ン
で
あ
る
。

二　

シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌

　
「
短
文
＋
リ
フ
レ
イ
ンenani

」
の
よ
う
な
定
形
リ
フ
レ
イ
ン
は
、ホ
ジ
ェ

ン
語
と
同
じ
語
族
ツ
ン
グ
ー
ス
満
州
諸
語
に
属
す
る
言
語
を
持
つ
下
記
の

周
辺
民
族
な
ど
の
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
に
多
く
見
ら
れ
る
。
①
満
州
族
の「
尼

山
薩
満
」
の
神
歌
、
②
エ
ウ
ェ
ン
キ
族
の
歌
謡
、
③
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
神

降
の
歌
や
ム
ス
ク
ン
（
語
り
謡
い
の
史
詩
）
の
歌
、
④
シ
ベ
族
の
シ
ャ
ー

マ
ン
の
歌
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
諸
語
の
ダ
ワ
ー
ル
族
の
神
を
招
く
歌
や
神
が
現

れ
る
歌
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ
る
。

（
１
）
満
州
族
の
「
尼
山
薩
満
」 

　
「
尼
山
薩
満
」
は
、
凌
純
声
採
取
の
物
語
「
一
新
薩
満
」
の
原
本
で
あ

る
。
間
違
っ
て
死
の
国
へ
連
れ
去
ら
れ
た
子
の
魂
を
取
り
戻
し
に
、
尼
山

シ
ャ
ー
マ
ン
が
陰
界
へ
行
っ
た
時
、
三
途
の
川
で
追
剥
を
し
て
い
た
夫
の

魂
と
出
会
う
。
夫
は
生
き
返
ら
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む
が
、
彼
女
は
歌
で
次

の
よ
う
に
答
え
る
［
趙
志
忠　

二
〇
〇
一
年　

一
一
三
―
一
一
五
頁
］。

eigen haji 	
xailam

bi sulem
bi	

愛
し
い
夫
よ

eksem
e donji 	

xailam
bi sulem

bi	

よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
い

haha haji 	
xailam

bi sulem
bi	

愛
し
い
男
よ

hahilam
e donji	

xailam
bi sulem

bi	

注
意
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い

nekeliyen san be	
xailam

bi sulem
bi	

薄
い
耳
た
ぶ
を

neifi donji 	
xailam

bi sulem
bi	

広
げ
て
聞
い
て
く
だ
さ
い

giram
in san be	

xailam
bi sulem

bi	

厚
い
耳
た
ぶ
を

gidafi donjireo	
xailam

bi sulem
bi	

押
し
上
げ
て
聞
い
て
く
だ
さ
い

sini beye 	
xailam

bi sulem
bi	

貴
方
の
体
の

siren sube lakcaha	
xailam

bi sulem
bi	

筋
や
血
管
は
す
で
に
断
ち
切
れ

aifini bucefi 	
xailam

bi sulem
bi	

死
ん
で
か
ら
永
い
時
間
が
過
ぎ

aikim
e niyaha 	

xailam
bi sulem

bi	

腐
り
は
て

giranggi yali 	
xailam

bi sulem
bi	

骨
も
肉
も

absi w
eijubum

bi	
xailam

bi sulem
bi	

既
に
朽
ち
果
て
ま
し
た

haji eigen 	
xailam

bi sulem
bi	

今
更
蘇
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
「
尼
山
薩
満
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
フ
レ
イ
ン
が
三
十
四
種
類
（ara, 

eikule yekule, heye hiyelu 

な
ど
）
あ
る
が
、enani

と
い
う
リ
フ
レ
イ

ン
は
な
い
。
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（
２
）
エ
ウ
ェ
ン
キ
族
の
歌
謡 

　
「
鄂
温
克
族
文
学
」
は
一
八
四
〇
年
―
一
九
四
九
年
の
各
地
に
散
ら
ば
っ

た
エ
ウ
ェ
ン
キ
族
の
歌
謡
を
集
め
て
い
る
。
次
の
歌
は
、
定
型
の
リ
フ
レ

イ
ン
の
形
式
で
あ
る
。

Sajignei Sanajie	
jiew

en jiehulan	

カ
サ
サ
ギ
が
鳴
く

Saw
iw

al Sangirang	
jiew

en jiehulan	

靴
の
甲
を
作
る

O
lieni O

drooldun	
jiew

en jiehulan	

カ
ラ
ス
が
嘴
で
つ
つ
く

O
ntw

i tem
irengzhe 	

jiew
en jiehulan	

靴
造
り
に
忙
し
い

［
黄
任
遠
・
黄
定
天
・
白
杉
・
楊
治
経　

二
〇
〇
〇
年　

一
六
二
頁
］

（
３
）
オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
歌 

　

オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
神
を
招
く

歌
で
、
周
囲
の
人
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の
祈
祷
に
唱
和
し
て
、
祈
り
の
言
葉

「yage yage yage ya

」
を
唱
え
る
［
王
宏
鋼
・
関
小
雲　

一
九
九
九
年

　

二
一
五
―
二
一
六
頁
］。

（
シ
ャ
ー
マ
ン
） 	

（
唱
和
）

yage yage yage ya 	
yage yagi: yage ye

a daya w
ar a relo	

yage yagi: yage ye	

神
に
希
う

agdi: ngo: yin yonasi:a:	
yage yagi: yage ye	

天
か
ら
降
り
給
え
。

yi: knenjalei ali:lo	
yage yagi: yage ye	

貴
方
に
願
う
の
は

o:yigu:na ken ali: lo: 	
yage yagi: yage ye	

貴
方
が
神
ゆ
え
に
。

ardi:xa azendulo: argi: xolo:	yage yagi: yage ye	�


小
神
よ
、
天
か
ら

降
り
給
え

ardixo xen o:zekensuo:	
yage yagi: yage ye	

是
非
降
り
給
え
。

tuo: osa ali:len	
yage yagi: yage ye	

畏
み
畏
み
申
す

aW
u asin o:w

oke	
yage yagi: yage ye	

安
ら
か
に
、穏
や
か
に
。

So:dan sa: o:zedulaven	
yage yagi: yage ye	

大
神
よ
、
大
神
よ

W
o:da ki:sie esi: lanakelo:	

yage yagi: yage ye	

命
を
救
い
給
え
。

o:luo:nu: a W
an sia	

yage yagi: yage ye	

重
い
病
を

esi:lam
i: atejatin a da ya	

yage yagi: yage ye	�


治
せ
る
の
は
ナ
イ
ナ

イ
神

guna kake ali: lo:	
yage yagi: yage ye	

貴
方
に
希
う

o:yuo xo Vo: gu nen je	
yage yagi: yage ye	�



多
く
の
神
が
お
聞
き

に
な
る

　

オ
ロ
チ
ョ
ン
族
の
語
り
謡
い
の
史
詩
ム
ス
ク
ン「
ブ
チ
ハ
ン
・
モ
ル
ゲ
ン
」

の
断
片
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
歌
わ
れ
る
次
の
歌
は
、
定
型
の
リ
フ

レ
イ
ン
で
あ
る
。「
ム
ス
ク
ン
」
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
「
イ
マ
カ
ン
」
に
相

当
す
る
。［
孟
淑
珍　

一
九
九
三
年　

五
四
九
―
五
五
〇
頁
］

bugtikan m
ergen	

kun	

ブ
チ
ハ
ン
・
モ
ル
ゲ
ン

bunaro agtam
ani okike eje udare	

kuyaro	

朝
早
く
あ
な
た
を
送
っ
た
あ
と

em
un ingagte m

akinm
ana inaren	

kun	

全
身
毛
だ
ら
の
怪
物
が
乱
入
し
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juni jakaw
an sugde elegsanm

e	
kuyaro	

家
中
を
探
し
回
り

bujurw
a kabjim

ne iabukinen	
kun	

私
達
二
人
を
脇
に
抱
え
て

ungge ungge genem
ile bikin	

kuyaro	

ぎ
こ
ち
な
く
歩
き

eri yelum
nala em

ungnen	
kun	

大
き
な
洞
窟
に
連
れ
込
ん
だ

bugtikan m
ergen etikkenio	

kuyaro	

ブ
チ
ハ
ン
・
モ
ル
ゲ
ン
、
夫
よ

telinm
e iuje tol jakam

na	
kun	

今
は
、
怪
物
が
外
に
出
て
い
な
い

bu egti sigdekandun w
ktilar	

kuyaro	

私
達
二
人
は
こ
の
間
に
逃
げ
よ
う

tum
inin tolm

anadu sow
janda	

kun	

怪
獣
に
見
つ
か
ら
ぬ
よ
う
に

u egnti ebu dutam
i udare	

kuyaro	

洞
窟
に
は
い
ら
れ
な
い

（
４
）
シ
ベ
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌

　
　

シ
ベ
族
の
神
歌
は
、
満
州
語
の
写
本
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に 

①
邀

神
（
神
を
招
く
）
②
求
神
（
神
に
願
う
）
③
告
神
之
神
歌
（
神
の
お
告
げ
）

④
祈
祷
書 

⑤
治
病
送
祟
神
歌
（
病
を
治
す
、
厄
除
け
）
が
あ
る
。
次
の
歌

は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
病
気
治
療
の
祈
祷
の
歌
で
あ
る
［
銀
喇
二
喜
传
写　

一
四
一
―
二
〇
六
頁
］。

ahai jahai	
hofin dari	

ア
ハ
イ
ジ
ャ
ハ
イ

jahai juhei	
inekun dari	

ジ
ャ
ハ
イ
ジ
ュ
ヘ
イ

hoso hoso de	
hofin dari	

あ
ち
こ
ち
に

honggon jilgan	
inekun dari	

鈴
の
音

holkonde donjici	
hofin darii	

い
ざ
聞
く
と

honggon jilgan w
aka	

inekun dari	

鈴
の
音
で
も
な
い

jashur hala i	
hofin dari	

ジ
ャ
ス
フ
リ
氏
族
の

nara hala i	
inekun dari	

ナ
ラ
氏
族
の

tum
en w

ecekui	
hofin dari	

一
万
の
ウ
オ
チ
ン
の

holboro jilgan	
inekun dari	

合
唱
の
声
は

m
udan m

udan de	
hofin dari	

（
幾
度
も
幾
度
も
）
？

（
５
）
ダ
ワ
ー
ル
族
の
歌 

　

ダ
ワ
ー
ル
族
の
祭
り
「
オ
ミ
ナ
」「
オ
ミ
ナ
ル
」
の
と
き
、
氏
族
の
安
泰

を
祈
願
す
る
神
歌
を
示
す
。
各
句
の
後
に
リ
フ
レ
イ
ン
が
つ
く
。［
王
宏
剛
・

于
暁
飛　

二
〇
〇
三
年　

九
七
頁
］

神
を
招
く
歌

天
門
地
門
全
て
開
け	

レ
ガ
モ
、
レ
ガ        

シ
ャ
ー
マ
ン
信
者
は
神
を
招
く	

レ
ガ
モ
、
レ
ガ

部
落
は
難
が
あ
り
急
ぎ	

レ
ガ
モ
、
レ
ガ        

祟
り
を
起
こ
し
た
鬼
を
教
え	

レ
ガ
モ
、
レ
ガ

神
が
現
る
歌

万
能
の
神
が
現
れ	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ　

祟
り
を
し
た
妖
怪
は
逃
げ
た	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ

光
芒
と
香
が
人
を
照
ら
し	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ  

災
い
病
を
無
く
し
幸
長
く	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ

吉
祥
の
歌
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心
か
ら
神
を
祀
れ
ば
長
生
き	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ　

心
か
ら
神
を
敬
え
ば
好
い
運	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ

線
香
を
上
げ
仏
に
供
え
吉
祥	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ　

踊
り
仏
を
拝
め
ば
災
難
消
え	

グ
イ
ラ
ヤ　

グ
イ
ラ

三　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
イ
マ
カ
ン

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
採
取
さ
れ
た
イ
マ
カ
ン
の

漢
訳
は
三
十
四
編
あ
る［
黒
竜
江
省
民
間
文
芸
家
協
会　

一
九
九
七
年
］［
黒

竜
江
省
民
間
文
芸
家
協
会　

一
九
九
八
年
］。
ま
た
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
記
さ

れ
た
イ
マ
カ
ン
も
数
編
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
歌
の
リ
フ
レ
イ
ン
を
調
べ

て
み
る
と
次
の
と
お
り
に
な
る
。

（
１
）「
ア
ン
ト
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」

　

一
九
五
五
年
呉
進
才
が
語
り
歌
う
イ
マ
カ
ン
「
ア
ン
ト
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」

を
、
尤
志
賢
が
聞
き
、
そ
れ
を
元
に
漢
語
訳
を
書
き
、
再
び
一
九
五
七
年

に
呉
進
才
に
確
認
を
取
り
な
が
ら
修
正
し
て
完
成
さ
せ
た
。
一
九
五
八
年

の
中
国
少
数
民
族
文
化
調
査
の
と
き
に
、
尤
志
賢
が
通
訳
お
よ
び
口
承
文

学
・
民
謡
採
録
の
担
当
者
と
し
て
加
わ
り
、
彼
が
漢
語
の
ま
ま
「
ア
ン
ト

ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
報
告
書
に
書
い
た
。
そ
の
と
き
歌
の
部
分
を
全
て
散

文
に
変
え
た
た
め
、
本
来
の
イ
マ
カ
ン
の
歌
の
形
式
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
一
九
八
一
年
ホ
ジ
ェ
ン
族
文
化
遺
産
発
掘
調
査
の
と
き
、
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
イ
マ
カ
ン
を
救
う
た
め
、
研
究
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
と

き
彼
は
、ア
ン
ト
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
の
元
の
資
料
か
ら
歌
の
部
分
を
再
現
し
て
、

再
編
集
し
た
イ
マ
カ
ン
を
発
表
し
た
［
黒
竜
江
省
民
間
文
芸
家
協
会
黒
竜

江
分
会　

一
九
八
一
年 

一
―
二
七
頁
］。
歌
は
再
現
さ
れ
た
が
、
最
初
に

リ
フ
レ
イ
ン
「
ハ
リ
ラ　

ハ
リ
ラ　

ナ
ニ　

ハ
リ　

ゲ
イ
ゲ
」
な
ど
を
規

則
的
に
加
え
た
だ
け
で
あ
る
。
呉
進
才
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
歌
っ
た
か

は
不
明
で
あ
る
。

　

一
九
五
七
年
の
調
査
報
告
の
中
に
イ
マ
カ
ン
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。「
伊
玛
堪
是
故
事
之
意
、
但
与
一
般
故
事
不
同
、
不
仅
情

节
长
、
而
且
合
辙
押
韵
、
形
同
一
部
长
篇
史
诗
、
例
如
前
一
句
的
起
头
是

啊
音
、
第
二
句
起
头
也
必
须
是
啊
韵
。
这
些
词
句
都
是
背
诵
的
、
不
同
于

一
般
小
故
事
那
样
随
便
分
枝
生
叶
。
在
讲
法
上
有
说
有
唱
、
有
固
定
规
律

的
伊
玛
堪
调
、
如
同
汉
族
的
大
鼓
书
和
评
书
一
样
、
也
和
蒙
古
族
的
说
书

一
样
说
与
唱
是
有
规
律
的
、
既
叙
述
、
又
把
故
事
中
的
对
话
要
唱
出
来;

但

说
伊
玛
堪
时
无
需
乐
器
伴
奏
。」［
民
族
問
題
五
種
叢
書
黒
竜
江
省
編
輯
組 

一
九
五
七
年　

一
七
九
頁
］
翻
訳
す
る
と
、「
イ
マ
カ
ン
は
物
語
の
意
味
で

あ
る
が
、
普
通
の
物
語
と
違
う
。
長
編
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
韻
を
踏
む

長
編
史
詩
で
あ
る
。
例
え
ば
前
の
文
が
ア
音
で
始
ま
れ
ば
、
次
の
文
は
必

ず
ア
音
で
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
語
句
は
記
憶
し
て
お
り
固
定
で
、
普
通

の
物
語
の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
演
じ
方
は
、
語
り
と
歌
が

あ
り
、
固
有
の
イ
マ
カ
ン
の
リ
ズ
ム
を
持
ち
、
漢
族
の
大
鼓
書
や
評
書
、

モ
ン
ゴ
ル
の
説
書
と
同
様
で
、
語
り
と
歌
が
規
則
的
に
あ
り
、
語
り
、
台

詞
は
歌
わ
れ
る
。イ
マ
カ
ン
を
演
じ
る
と
き
は
楽
器
に
よ
る
伴
奏
は
な
い
。」

こ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、
イ
マ
カ
ン
の
歌
は
規
則
的
に
固
定
さ
れ
た
語
句
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が
あ
り
、
リ
フ
レ
イ
ン
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
歌
を
記

録
し
た
も
の
は
存
在
し
て
い
な
い
。

（
２
）「
シ
ル
ダ
ル
・
モ
ル
ゲ
ン
」
シ
ャ
ー
マ
ン
の
神
降
の
歌

　

唯
一
こ
の
歌
が
定
形
リ
フ
レ
イ
ン
で
あ
る
。［
黒
竜
江
省
民
間
文
芸
家
協

会　

一
九
九
八
年　

一
七
一
―
一
七
三
頁
］

	
　
　 xelei nixele 

	
nani  xelei nixele 

四
面
八
方
、
各
位
神
灵
、	

nani  xoguyage	

四
方
八
方
の
万
の
神
よ

请
你
们
都
听
真
、	

nani  xelei nixele	

お
聞
き
く
だ
さ
い

木
间
爱
米
神
、	

nani  xoguyage	
ア
イ
ミ
神

护
身
的
萨
日
卡
神	

nani  xelei nixele	
護
身
の
サ
リ
カ
神

熊
神
鹿
神	

nani  xoguyage	

熊
神
、
鹿
神

布
谷
啄
木
引
路
神	

nani  xelei nixele	

道
案
内
の
啄
木
鳥
神

	
nani  xoguyage

祖
辈
供
奉
过
的
所
有
神
灵	

nani  xelei nixele	

先
祖
代
々
祀
っ
て
き
た
神
霊

	
nani  xoguyage

听
到
我
的
喊
声
赶
快
降
临	

nani  xelei nixele	�


私
の
声
を
聞
い
た
ら
直
ぐ

降
り
て
き
て
く
だ
さ
い

	
nani  xoguyage

我
们
用
南
山
的
乌
鲁
古
力		�




南
山
の
怪
獣
ウ
ル
グ
リ
を

捧
げ

诚
心
地
祭
祀
你
哟	

nani  xoguyage	

誠
心
誠
意
神
を
祀
り
ま
す

尝
一
尝
这
里
供
奉
的
肉
吧	

nani  xelei nixele	�


捧
げ
た
肉
を
味
わ
っ
て
く

だ
さ
い

喝
一
喝
这
里
祭
祀
的
酒	

nani  xoguyage	�


捧
げ
た
酒
を
飲
ん
で
く
だ

さ
い

　
　
　
（
以
下
続
く
）

　

一
九
五
〇
年
代
以
降
採
取
の
漢
語
訳
イ
マ
カ
ン
の
歌
は
、
上
記
以
外
は

す
べ
て
不
定
形
リ
フ
レ
イ
ン
で
あ
る
。

（
３
） 

ホ
ジ
ェ
ン
語
で
記
さ
れ
た
イ
マ
カ
ン

　

ホ
ジ
ェ
ン
語
で
記
さ
れ
た
イ
マ
カ
ン
に
は
、
①
尤
志
賢
が
ホ
ジ
ェ
ン
語

訳
し
た
イ
マ
カ
ン
「
ア
ン
ト
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」［
尤
志
賢　

一
九
八
七
年
］、

「
シ
ャ
ン
ソ
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」（
尤
志
賢　

一
九
八
八
年
］、「
マ
ン
ド
ウ
・

モ
ル
ゲ
ン
」［
尤
志
賢　

一
九
八
九
年　

四
―
二
七
八
頁
］、「
サ
ル
ン
・
モ

ル
ゲ
ン
」［
尤
志
賢　

一
九
八
七
年　

二
七
九
―
四
六
二
頁
］、
②
傅
万
金

が
ホ
ジ
ェ
ン
語
訳
し
た
イ
マ
カ
ン
「
シ
ル
ダ
ル
・
モ
ル
ゲ
ン
」［
傅
万
金　

一
九
八
七
年
］
が
あ
る
。

　

ホ
ジ
ェ
ン
語
で
記
さ
れ
た
イ
マ
カ
ン
に
は
、
元
の
イ
マ
カ
ン
の
歌
に
近

い
も
の
が
な
い
か
調
べ
た
。
尤
志
賢
と
傅
万
金
は
、
一
度
漢
訳
さ
れ
た
イ

マ
カ
ン
を
も
と
に
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
に
翻
訳
し
、
国
際
音
標
文
字
を
用
い
て

表
記
し
た
。
そ
の
中
の
歌
に
は
、
定
型
の
リ
フ
レ
イ
ン
の
も
の
は
な
く
、

す
べ
て
不
定
形
の
リ
フ
レ
イ
ン
で
あ
る
。
も
し
、
彼
ら
が
定
型
の
リ
フ
レ
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イ
ン
の
歌
が
、
以
前
口
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
よ

う
に
再
現
し
た
歌
が
一
つ
は
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
つ
も
な

い
。
筆
者
が
葛
徳
勝
の
語
り
歌
う「
ム
ド
リ
・
モ
ル
ゲ
ン
」の
テ
ー
プ
を
聴
き
、

テ
キ
ス
ト
化
し
た
と
き
、
漢
語
由
来
の
ホ
ジ
ェ
ン
語
単
語
が
所
々
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
葛
徳
勝
の
語
り
歌
う
「
マ
ン
ド
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
基
に

し
た
尤
志
賢
の
ホ
ジ
ェ
ン
語
訳
に
は
、
漢
語
由
来
の
単
語
が
ざ
っ
と
探
し

た
範
囲
で
は
な
か
っ
た
。
意
図
的
に
、
尤
志
賢
が
使
用
し
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
尤
金
良
の
イ
マ
カ
ン
に
は
、
よ
く
ホ
ジ
ェ
ン
語
化
し
た
漢
語
が

い
く
つ
も
現
れ
た
の
と
対
称
的
で
あ
る
。

（
４
）�

尤
金
良
が
語
り
歌
っ
た
イ
マ
カ
ン
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」

　
　
「
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」

　

筆
者
は
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
歌
わ
れ
る
イ
マ
カ
ン
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」［
于

暁
飛
二
〇
〇
一
年
］、「
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」［
于
暁
飛　

二
〇
〇
五
年
］

を
直
接
テ
キ
ス
ト
化
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
に
尤
金
良
が
語
り
歌
っ
た
「
シ
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
の
歌
に
は
、

始
め
と
終
わ
り
に
長
い
リ
フ
レ
イ
ン
が
あ
り
、
途
中
に
リ
フ
レ
イ
ン
の
文

や
句
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
凌
純
声
が
採
取
し
た
女
子
の
歌

の
形
式
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
尤
金
良
が
語
り
歌
っ
た
「
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
の
内

容
は
、凌
純
声
が
採
取
し
た
物
語
「
ガ
メ
ン
ジ
ュ
・
ガ
ガ
」
と
同
じ
で
あ
る
。

登
場
人
物
の
名
前
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
最
初
の
章
が
大
幅
に
追

加
さ
れ
詳
細
化
し
て
い
る
。
歌
の
形
式
は
、
不
定
形
リ
フ
レ
イ
ン
の
み
で

あ
る
。
カ
ン
タ
の
病
が
治
る
よ
う
に
祈
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
祈
り
の
儀
式
で

も
、
歌
は
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
の
よ
う
な
定
型
の
リ
フ
レ
イ
ン
に
は
な
っ
て

い
な
い
。

（
５
）
葛
徳
勝
が
語
り
歌
っ
た
「
ム
ド
リ
・
モ
ル
ゲ
ン
」

　

一
九
八
〇
年
に
葛
徳
勝
が
語
り
歌
っ
た
「
ム
ド
リ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
の
録

音
テ
ー
プ
全
八
巻
を
手
に
入
れ
、
そ
の
第
一
巻
、
第
二
巻
を
テ
キ
ス
ト
化

し
た
［
于
暁
飛　

二
〇
〇
七
年
］。
そ
し
て
、
こ
れ
を
、
尤
志
賢
の
漢
訳
、

暁
寒
の
漢
訳
と
比
較
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

①
尤
志
賢
の
漢
語
訳
（
全
）
は
、
直
訳
に
近
い
が
、
文
章
は
整
形
さ
れ

て
い
る
［
黒
竜
江
省
民
間
文
芸
家
協
会
黒
竜
江
分
会　

一
九
九
〇
年　

一
―

一
〇
六
頁
］。

　

②
暁
寒
の
漢
語
訳
（
前
部
分
の
み
）
は
、
説
明
的
部
分
が
加
わ
り
、
内

容
が
詳
細
化
し
て
い
る
［
黒
竜
江
省
民
間
文
芸
家
協
会
黒
竜
江
分
会　

一
九
九
〇
年　

一
〇
七
―
一
九
〇
頁
］。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
訳
さ
れ
た
イ
マ
カ
ン
は
、
漢
語
の
読
み
物
と
し
て

解
り
や
す
く
、
面
白
く
す
る
た
め
、
ま
た
ホ
ジ
ェ
ン
族
固
有
の
文
化
を
説

明
す
る
た
め
、
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
歌
は
不
定
形

リ
フ
レ
イ
ン
の
み
で
あ
る
の
で
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
出
身
の
研
究
者
で
も
、
イ

マ
カ
ン
に
定
型
リ
フ
レ
イ
ン
の
歌
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。

葛
徳
勝
の
テ
ー
プ
を
聞
く
と
、
歌
に
はxeli nani xeli

の
リ
フ
レ
イ
ン
が

よ
く
現
れ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
民
謡
のenani

と
よ
く
似
て
い
る
事

は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
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葛
徳
勝
の
語
り
歌
い
か
ら
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
葛
徳
勝
は
、
漢

語
の
テ
キ
ス
ト
を
作
っ
て
い
た
、
ま
た
は
、
頭
の
中
で
漢
語
の
物
語
を
作

成
し
て
い
た
。
葛
徳
勝
の
息
子
の
話
で
は
、普
段
イ
マ
カ
ン
を
漢
語
で
語
っ

て
い
た
。
若
い
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
が
ホ
ジ
ェ
ン
語
を
十
分
に
理
解
で
き
な

く
な
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

四  

漢
語
文
化
の
影
響

　

ホ
ジ
ェ
ン
族
の
住
む
周
囲
に
は
、
一
五
〇
〇
万
人
以
上
の
漢
族
が
住
ん

で
お
り
、
実
生
活
に
お
い
て
漢
語
も
使
用
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
漢
語
教

育
普
及
と
と
も
に
、
現
在
は
ホ
ジ
ェ
ン
語
が
消
滅
寸
前
で
も
あ
る
。
で
は
、

イ
マ
カ
ン
は
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
１
）
イ
マ
カ
ン
演
奏
に
使
用
さ
れ
た
言
語

　

前
述
の
よ
う
に
凌
純
声
は
、
物
語
が
語
ら
れ
た
言
語
を
明
言
し
て
い
な

い
。
た
だ
、「
口
訳
筆
録
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

①�

一
九
五
五
年
、
呉
進
才
が
「
ア
ン
ト
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
語
り
歌
う
の

を
聞
き
、
尤
志
賢
が
記
憶
を
元
に
筆
録
し
、
翻
訳
を
呉
進
才
に
確
認
し

て
出
来
上
が
っ
た
。
こ
れ
が
、文
献
に
、初
め
て
登
場
す
る
「
イ
マ
カ
ン
」

で
、
一
九
三
〇
年
以
降
初
め
て
記
録
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
。

②�

一
九
六
二
年
、
蘆
明
が
「
シ
ャ
ル
チ
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
漢
語
で
語
り
、

ホ
ジ
ェ
ン
語
で
歌
っ
た
。

③�

九
六
二
年
、
毕
張
氏
が
「
マ
ン
ガ
ム
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
語
り
歌
っ
た
が
、

漢
語
か
ホ
ジ
ェ
ン
語
か
不
明
で
あ
る
。

④�

一
九
七
九
年
、
尤
樹
林
の
「
マ
ル
ト
ウ
・
モ
ル
ゲ
ン
」
は
、
八
歳
の
と

き
尤
貴
連
が
語
り
歌
っ
た
の
を
聞
き
憶
え
た
も
の
で
、
六
十
年
後
に
再

現
し
た
。
忘
れ
た
部
分
も
多
く
、
思
い
出
し
な
が
ら
補
っ
た
。
ホ
ジ
ェ

ン
語
と
思
わ
れ
る
。

⑤�

一
九
八
〇
年
、呉
連
貴
は
「
ム
ジ
ュ
リ
ン
・
モ
ル
ゲ
ン
」
を
漢
語
で
語
り
、

ホ
ジ
ェ
ン
語
で
歌
っ
た
。

⑥�

一
九
八
〇
年
代
、
葛
徳
勝
は
多
く
の
イ
マ
カ
ン
を
語
り
歌
っ
た
。
彼
の

息
子
に
よ
る
と
普
段
は
漢
語
で
イ
マ
カ
ン
を
歌
っ
た
。
文
化
保
存
の
た

め
、
研
究
者
に
は
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
語
り
歌
っ
た
。
同
席
し
た
黄
任
遠
に

よ
る
と
、　

漢
語
の
メ
モ
が
存
在
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ホ
ジ
ェ
ン
語
で
な
く
、
漢
語
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
漢
語
文
化
が
浸
透

し
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
は
ホ
ジ
ェ
ン
語
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
漢
族
の
民
間
芸
能
「
大
鼓
」
の
影
響

　

凌
純
声
は
「
彼
ら
の
語
り
方
は
漢
人
が
演
じ
る
大
鼓
書
と
同
じ
で
あ
る
。

一
段
語
る
と
、
一
段
歌
う
、
そ
し
て
再
び
語
る
。
男
の
歌
は
大
部
分
物
語

の
一
段
で
、
説
書
人
（
大
鼓
芸
人
）
を
真
似
た
も
の
で
あ
る
）［
凌
純
声

一
四
六
頁
］
と
記
し
て
い
る
。

　

呉
連
貴
は
、
子
供
の
こ
ろ
書
館
で
芸
能
を
一
日
中
聞
き
、
帰
り
の
船
の

中
で
演
じ
た
。
葛
徳
勝
の
息
子
は
、「
父
は
一
九
七
九
年
頃
、
退
職
し
て
か
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ら
イ
マ
カ
ン
を
語
り
始
め
た
。
父
は
若
い
頃
、
説
書
（
日
本
に
お
け
る
講

談
の
よ
う
な
語
り
芸
能
）
を
聞
く
の
が
大
好
き
で
、
家
か
ら
二
三
里
の
富

錦
県
に
あ
る
数
軒
の
書
館
（
説
書
が
演
じ
ら
れ
る
演
芸
所
）
に
週
一
回
程

度
通
っ
て
い
た
。
叔
父
の
葛
長
勝
も
行
っ
た
。
皆
漢
語
で
、
叔
父
は
「
岳

家
将
」
な
ど
沢
山
の
古
書
（
古
典
）
を
演
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
父
は
歴

史
も
の
が
好
き
で
、
説
書
を
聞
き
、
本
を
読
ん
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
呉

連
貴
の
長
男
は
、「
父
呉
連
貴
は
字
が
読
め
な
い
が
、
イ
マ
カ
ン
を
覚
え

て
い
た
。」「
三
十
七
―
五
十
八
年
、
街
津
口
に
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
は

五
十
世
帯
位
住
み
、
朝
鮮
族
、
漢
族
、
満
族
、
回
族
、
ロ
シ
ア
人
が
お
り
、

八
割
が
ホ
ジ
ェ
ン
族
で
、
共
通
語
は
漢
語
で
あ
っ
た
。
村
に
は
何
も
な

く
、
買
い
物
は
同
江
に
行
く
。
同
江
に
は
書
館
が
あ
っ
た
」
と
い
っ
て
い

る
（
二
〇
〇
六
年
八
月
筆
者
調
査
）。
イ
マ
カ
ン
の
有
名
な
歌
い
手
が
、
こ

の
よ
う
に
民
間
演
芸
を
好
ん
で
い
た
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
居
住
し
た
村
の
周

辺
に
は
漢
族
の
街
が
多
く
あ
り
、「
歌
い
」・「
語
り
」
の
伝
統
的
民
衆
演
芸

で
あ
る
「
大
鼓
」
や
「
説
書
」
が
非
常
に
盛
ん
で
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
々

も
イ
マ
カ
ン
の
歌
い
手
を
含
め
て
こ
れ
を
好
ん
で
い
た
。

　

イ
マ
カ
ン
は
口
承
で
伝
わ
る
文
芸
で
あ
る
が
、
一
面
、
話
芸
と
し
て
の

性
格
を
も
ち
、
そ
こ
に
民
間
芸
能
で
あ
る
こ
れ
ら
「
大
鼓
」・「
説
書
」
と

の
共
通
性
を
有
す
る
。
し
か
し
、エ
ウ
ェ
ン
キ
族
の「
摩
蘇
昆（
マ
ス
ク
ン
）」、

満
族
の
「
徳
布
徳
林
（
ダ
ブ
ダ
リ
ン
）」
な
ど
、
周
辺
の
民
族
が
説
唱
文
芸

を
持
つ
の
で
、
元
々
語
り
歌
う
形
式
は
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
も
存
在
し
た
と
思

わ
れ
る
。

（
３
）
凌
純
声
の
意
見

　

凌
純
声
は
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
物
語
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
物
語
の
魔
法
や
超
能
力
は
、彼
ら
固
有
の
も
の
で
な
く
、

周
辺
の
多
く
の
民
族
と
共
有
し
て
い
る
。
中
国
文
化
の
影
響
と
し
て
、
唐

宋
元
の
時
代
と
燕
京
、
洛
陽
の
地
名
が
出
て
い
る
。
直
接
中
国
人
と
の
接

触
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
満
州
族
を
通
し
て
接
触
し
て
い
る
。
①

狐
仙
物
語
、
②
結
婚
式
の
祖
先
崇
拝
、
竃
崇
拝
、
夫
婦
髪
結
び
の
習
慣
、

③
鏡
を
投
げ
る
（
中
国
で
は
刺
繍
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
）、④
奴
隷
と
移
民
、

⑤
神
女
と
月
へ
行
く
、
な
ど
の
共
通
性
が
あ
る
。」

　

ま
た
、「
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
特
徴
は
、
英
雄
が
凱
旋
後
、
城
を
作
る
内
容
が

多
い
が
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
住
む
地
域
に
は
多
く
の
古
代
遺
跡
が
あ
っ
た
。

七
星
砬
子
の
伝
説
、
ゾ
ロ
マ
フ
ァ
・
ゾ
ロ
マ
マ
の
伝
説
、
仙
道
修
練
（
女

性
）、
女
性
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
高
い
能
力
、
ウ
ン
ビ
ア
オ
マ
フ
ァ
・
マ
マ
の

伝
染
病
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
物
語
の
魔
法
や
超
能
力
は
、
彼
ら
固
有
の
も
の

で
な
く
、
周
辺
の
多
く
の
民
族
と
共
通
し
て
い
る
。
資
料
が
少
な
い
た
め
、

ど
ち
ら
が
先
か
の
判
断
は
難
し
い
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
物
語
は
、
他
の
民
族

の
も
の
と
比
べ
て
構
成
が
整
っ
て
い
る
。
ホ
ジ
ェ
ン
族
が
、
魔
法
や
超
能

力
を
英
雄
物
語
に
巧
み
に
挿
入
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
創
作
力
に
富
ん

で
い
る
か
ら
だ
」
と
凌
純
声
は
言
っ
て
い
る
。

（
４
）
変
遷
す
る
イ
マ
カ
ン
像

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
イ
マ
カ
ン
の
変
遷
を
考
え
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
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は
、
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
狩
猟
漁
業
採
集
経
済
に
根
差
し
た
文
化
が
あ
り
、
そ
こ

に
物
語
を
語
り
歌
う
演
芸
が
あ
っ
た
が
、
当
時
も
漢
文
化
と
周
辺
民
族
の
文

化
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、

一
九
五
〇
年
以
降
の
漢
語
教
育
の
普
及
に
よ
り
、
中
年
以
下
の
人
は
ホ
ジ
ェ

ン
語
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
語
り
歌
う
演
芸
は
、
使
用
す
る
言

語
が
漢
語
に
代
わ
っ
て
存
在
し
続
け
た
。
少
数
民
族
の
文
化
保
存
運
動
を
機

に
、
一
九
三
〇
年
代
の
語
り
を
再
生
さ
せ
た
も
の
が
現
在
の
イ
マ
カ
ン
で
あ

る
。
内
容
は
、
凌
純
声
が
採
取
し
た
物
語
を
基
に
新
た
に
創
作
し
た
も
の
が

加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
歌
の
形
式
は
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
で
は
な
く
、
民
謡

に
基
づ
い
た
形
式
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
イ
マ
カ
ン
の
変
遷
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う

に
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
、「
物
語
」

を
語
り
歌
う
演
芸
形
式
が
ホ
ジ
ェ
ン
族
に
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
ホ
ジ
ェ

ン
族
の
も
の
が
多
い
が
、満
州
族
の
尼
山
薩
満
を
借
用
し
た
「
一
新
シ
ャ
ー

マ
ン
」
や
旧
約
聖
書
か
ら
題
材
を
え
た
「
ナ
ウ
オ
ン
バ
ル
ジ
ュ
ン
」
な
ど
、

す
で
に
周
辺
民
族
の
文
化
か
ら
の
影
響
が
大
で
あ
る
。
芸
形
式
も
漢
族
の

民
間
芸
能
「
大
鼓
」「
説
書
」
の
影
響
も
大
き
い
。
一
九
三
〇
年
代
の
イ
マ

カ
ン
の
歌
は
シ
ャ
ー
マ
ン
神
歌
に
似
た
形
式
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年

代
の
イ
マ
カ
ン
の
歌
は
、
民
謡
の
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、

一
九
八
〇
年
代
に
、
凌
の
物
語
の
記
録
と
ホ
ジ
ェ
ン
族
の
人
の
記
憶
を
も

と
に
、「
イ
マ
カ
ン
」
と
し
て
復
古
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ホ
ジ
ェ
ン

語
を
理
解
で
き
る
聞
き
手
が
い
な
い
た
め
、
ホ
ジ
ェ
ン
語
で
イ
マ
カ
ン
を

演
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
文
字
化
さ
れ
て
い
な
い
口
承
文

芸
の
運
命
と
し
て
、
時
代
と
共
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
研
究
で
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
イ
マ
カ
ン
に
お
け
る
歌
の
果
た
し
て

い
る
役
割
は
、
単
な
る
付
属
物
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
口
承
文
芸
や

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
儀
式
そ
の
も
の
を
位
置
付
け
、
性
格
決
定
す
る
本
質

的
で
重
要
な
要
素
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
き
に
こ

の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
、
凌
氏
の
資
料
収
集
に
お
い
て
も
技
術
的
、
思
考
的

の
両
面
に
お
い
て
そ
の
点
配
慮
が
十
分
で
な
か
っ
た
。
こ
の
分
野
の
研
究

の
基
本
的
視
点
と
し
て
こ
の
こ
と
を
確
認
し
、
今
後
の
研
究
の
指
針
と
し

た
い
。
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